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伊豆
レ＇モン

五ふ,I,じnn

豆レモ;,.,i::は ・吋国星レモン

讀謀由開濤門をはじめとす a,

●騎麟伊霊地巧と籠胃蠣隻膠

嶋方て生晨されるしモンです．． 

国
産
レ
モ
ン
発
祥
の
地・
熱
海
か
ら
未
米
へ
！

新
ブ
ラ
ン
ド
「
伊
豆
レ
モ
ン」

産
地
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

国
産
レ
モ
ン
の
始
ま
リ
の
地
と
い
わ
れ
・

て
い
る
熱
海
市。
そ
の
歴
史
と、
先
人
た
�

ち
が
積
み
重
ね
て
き
た
挑
戦
の
軌
跡
を、
�

次
の
時
代
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

。

�

生
産
現
場
か
ら
生
ま
れ
た―
つ
の
声
を
"

き
っ
か
け
に、
J
A、
各
地
区
の
生
産
者、
�

地
域、
関
係
者
が
志
を＿
つ
に
し、「
伊
豆
�

レ
モ
ン」
産
地
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
�

伊豆レモン公式ポスタ ー

き
始
め
ま
し
た。

「
国
産
レ
モ
ン
発
祥
の
地
か
ら、
レ
モ
ン

の
あ
る
上
質
な
時
間
を
お
届
け
し
ま
す」

を
合
言
葉
に、「
伊
豆
レ
モ
ン」
の
産
地
振

興
を
図
リ、
レ
モ
ン
を
単
な
る
農
産
物
と

し
て
で
は
な
く、
物
語
と
と
も
に
未
来へ

届
け
る
存
在
と
し
て
育
て
て
い
き
ま
す。

一
レ静発モ岡祥
る県の
産氣地
地部を

一起

目で
体占‘`‘‘

指 ―r
す

「
伊
豆
レ
モ
ン」
と
し
て
生
産
す
る
品

種
は、
明
治・
大
正
期
か
ら
栽
培
さ
れ
る

リ
ス
ポ
ン、
ユ
ー
レ
カ、
ビ
ラ
フ
ラ
ン
カ
の

三
系
統。
い
ず
れ
も
酸
味
が
力
強
く、
果

汁
が
豊
富
で、
レ
モ
ン
の
存
在
感
を
し
つ

か
リ
と
感
じ
ら
れ
る
品
種
で
す。

時
代
を
超
え
て
選
ば
れ
て
き
た
品
種

に、
現
代
の
技
術
と
思
い
を
重
ね、
確
か

な
品
質
と
個
性
を
備
え
た
レ
モ
ン
で
す。

プ
ロ
ジ
H
ク
ト
の
起
点
は、
国
産
レ
モ
�

ン
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
て
い
る
熱
海
市
で
�

す。
そ
こ
か
ら
栽
培
の
輪
を
当
J
A
管
内
＂

の
市
町へ
と
広
げ、
ふ
じ
伊
豆
全
体
で＿
�

つ
の
レ
モ
ン
産
地
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
�

指
し
て
い
ま
す。

＂

東
部
地
域
は、
気
候
や
土
壌
条
件
が
ほ
�

ぼ
共
通
し
て
い
て、
エ
リ
ア一
体
で
の
産
"

地
化
に
高
い
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す。
"

地
域
の
魅
力
そ
の
も
の
を
価
値
に
変
え、
�

「
伊
豆
レ
モ
ン」
を
発
信
し
て
い
き
ま
す。

・

明
治・
大
正
か
ら
受
け
継
ぐ

一
こ
だ
わ
り
の
3
品
種

．
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．

 

．
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「
伊
豆
レ
モ
ン」
の
生
産
者
は
静
岡
県

知
事
認
定
の「
み
ど
り
認
定」
を
取
得
し、

化
学
農
薬・
化
学
肥
料
を
抑
え
た
環
境
に

や
さ
し
い
農
業
に
取
リ
組
ん
で
い
ま
す。

歴
史
に
学
び、
自
然
と
向
き
合
い
な
が

ら
育
て
る「
伊
豆
レ
モ
ン」。
そ
の
背
景
に

あ
る
物
語
と
と
も
に、
レ
モ
ン
を
通
じ
て

日
々
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
価
値
を、

真
心
を
込
め
て
地
域
の
皆
さ
ま
に
届
け

て
い
き
ま
す0

,

a
P

一「
み
ど
り

認
定」
が
証
明
す
る

環
境
に
や
さ
し
い
栽
培

海
の
恵
み
を
畑
ヘ

一
受
け
継
が
れ
る
栽
培
の
知
恵

令
和
4
年
11
月、
あ
い
ら
伊

7
 

か
ん
き
っ

豆
柑
橘
部
会
と
J
A
と
の
意
見

交
換
会
で、
レ
モ
ン
の
生
産
者
か

ら―
つ
の
提
案
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た。「

国
産
レ
モ
ン
発
祥
の
地
と
い

わ
れ
る“
熱
海“。
こ
の
歴
史
を、

レ
モ
ン
の
プ
ラ
ン
ド
化
に
つ
な
げ

ら
れ
ない
だ
ろ
う
か」

そ
の
声
を
きっ
か
け
に、
生

産
者
の
思
い
を
軸
と
し
た
レ
モ

ン
の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
が
動
き

出
し
ま
す。

生
産
者、
J
A、
地
域、
関
係

者
が＿
体
と
な
り、
栽
培
の
エ

夫
や
品
質へ
の
こ
だ
わ
り
を
積

み
重
ね
て
き
ま
し
た。

そ
し
て
令
和
8
年
1
月
13
日、

報
道
機
関
を
招い
た
発
表
会
で、

新
ブ
ラ
ン
ド「
伊
豆
レ
モ
ソ」
が

誕
生。本

特
集
で
は、
「
つ
く
る
人
の

声」
か
ら
生
ま
れ
た「
伊
豆
レ
モ

ソ」
に
託
さ
れ
た
思
い
と、
そ
の

歩
み
を
丁
寧
に
ひ
も
解
い
て
い

き
ま
す。

漁
業
が
盛
ん
な
熱
海
市
で
は、
魚
か
す

を
肥
料
と
し
て
畑
に
返
す
な
ど、
地
域
資

源
を
生
か
し
た
農
業
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た。
「
伊
豆
レ
モ
ン」
は
魚
か
す
や
天
然

由
来
資
材
を
活
用
し
た
明
治
時
代
の
栽

培
方
法
を一
部
取
リ
入
れ
て
い
ま
す。

自
然
の
循
環
に
寄
リ
添
い、
土
地
の
特

性
を
最
大
限
に
引
き
出
す

。
「
伊
豆

レ
モ
ン」
は、
地
域
の
記
憶
と
と
も
に
育

ま
れ
て
い
ま
す。

L
•-

10 



口ヱ伊豆レモ ｀ノ
/ ／‘ /／／ん '9 /／/////， 

.
,

 

霞ヽ

／んクソんグ、 /／／んケ'//／ ／9/／グんグ／／‘ ／/1///////" /////,グ／／9ヽ ／／／ノグ／／9 ／んグ／／／，

/(三
．

」Aホ ームペ ー ジ内に
「伊豆レモン」のペ ー ジ新設
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PR動画のー場面

」Aは、「伊豆レモン」の魅力を広く発信するため、
公式ホ ームペー ジと公式YouTubeチャンネルを活
用したPRを行っています。

生産の背景やこだわリ、産地の取リ組みを紹介
する動画に加え、ショ ー ト動画を通じて、「伊豆レモ
ン」の特長などを分かリやすく発信し、消費者との
接点づくリを進めます。

ホ ームペー ジの
伊豆レモン

紹介ペ ー ジは
こちら 醤

二
麗

h

璽 ショ ー ト動画

＿

無
理
な
く、

安
心
し
て
栽
培
を

続
け
ら
れ
る
レ
モ
ン

レ
モ
ン
は 、
高
齢
者
に
も 、
就
農
間
も
�

な
い
農
業
者
に
も
比
較
的
取
リ
組
み
や
＂

す
い
果
樹
で
す 。
作
業
が＿
年
を
通
し
て
�

分
散
し
て
い
て 、
収
穫
や
管
理
が一
時
期
�

に
集
中
し
に
く
く 、
果
実
も
軽
い
た
め 、
"

果
樹
の
中
で
は
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
特
�

長
が
あ
リ
ま
す 。

樹
高
を
低
く
抑
え
た
仕
立
て
や
省
力
"

化
技
術
を
取
リ
入
れ
る
こ
と
で 、
安
全
性
�

の
向
上
に
も
つ
な
が
リ
ま
す 。
ま
た 、
品

質
を
重
視
し
た
栽
培
に
よ
リ 、
無
理
の
な

い
面
積
で
安
定
し
た
経
営
を
続
け
る
こ

と
が
可
能
で
す 。

J
A
は
営
農
指
導
を
通
じ
て 、
作
業
の

省
力
化
や
園
地
づ
く
リ
の
工
夫
な
ど 、
快

適
で
続
け
や
す
い
生
産
環
境
を
提
案
し

て
い
ま
す 。
長
く
安
心
し
て
取
リ
組
め
る

レ
モ
ン
栽
培
を 、
J
A
が
し
っ
か
り
と
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す 。

伊豆レモン協議会
I
―

しじま よういち

西島洋ー 会長
PROFILE 

静岡大学農学部で学び、静岡県柑
橘販売農業協同組合連合会に勤務
後、昭和52年に熱海に帰リ実家の農
業を継承。平成元年から熱海市下多
賀でレモン栽培に取リ組んできました。

昭和34年に同連合会が発行した
『静岡県柑橘史』に、熱海が国内レモ
ン栽培発祥の地と記された記述を見
い出し、この歴史的背景を基に「伊豆
レモン」のプランド化を提唱しました。嘗

9/,1//／99, 99/9//／9/, 9/んク‘ ///9 //／／/////／‘ん’/／んク‘ん‘”' ソ//／///， 9//////, /／／んク'

令
和
5
年
5
月
の
柑
橘
サ
ミ
ッ
ト

で ‘
"

生
産
者
が「
レ
モ
ン
生
産
拡
大」
を
宣
言 。
�

同
年
6
月
の
当
J
A
第
2
回
通
常
総
代
＂

会
で
2
か
年
計
画
の
施
策
の＿
つ
に 、
レ
モ
�

ン
の
生
産
拡
大
が
承
認
さ
れ
ま
し
た 。

＂

令
和
6
年
1

月
に
は
静
岡
県
立
大
学
＂

の
岩
崎
邦
彦
教
授
に
よ
る
プ
ラ
ン
ド

づ
く

�

リ
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し 、
同
年
9
月
ま
で
＂

に
基
本
事
項
と「
伊
豆
レ
モ
ン」
の
ロ
ゴ
�

マ
ー

ク
を
決
定
し
ま
し
た 。

令
和
7
年
3
月
に
は「
伊
豆
レ
モ
ン
協
＂

＿

生
産
者
47

人
で
ス
タ
ー
ト

9ん4ク
‘
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議
会」
が
設
立
さ
れ 、
生
産
者
は「
み
ど
リ

認
定」
を
取
得 。
6
月
の
第
4
回
通
常
総

代
会
で 、
3
か
年
計
画
の「
広
域
展
開
品

目」
に
レ
モ
ン
が
位
置
付
け
ら
れ 、
9
月
ま

で
に
出
荷
規
格
等
が
整
備
さ
れ
ま
し
た 。

同
協
議
会
は 、
プ
ラ
ン
ド

化
を
最
初
に

提
唱
し
た
西
島
洋＿
会
長（
あ
い
ら
伊
豆

地
区・
熱
海
市）
を
中
心
に 、
生
産
者
47

人・
栽
培
面
積
約
4.
2
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
発

足 。
西
島
会
長
は「
熱
海
発
祥
の
レ
モ
ン

が
J
A
ふ
じ
伊
豆
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
動
き
出
し
て
う
れ
し
い 。
『
伊
豆
レ
モ

ン』
が
管
内
全
域
に
広
が
リ 、
大
産
地
へ
成

長
し
て
ほ
し
い」
と
期
待
を
込
め
ま
し
た 。

新
ブ
ラ
ン
ド

化
の
中
心
組
織

「
伊
豆
レ
モ
ン
協
議
会」
発
足

レ
モ
ン
は 、
ミ
カ
ン
の
よ
う
に
量
を
食

べ
る
果
物
で
は
な
く 、
料
理
や
飲
み
物
に

少
量
ず
つ
使
わ
れ
る
柑
橘
で
す 。
そ
の
た

め 、
消
費
者
は
価
格
の
安
さ
よ
リ
も 、
香

リ
や
酸
味
の
質 、
皮
ま
で
安
心
し
て
使
え

る
こ
と
な
ど
の
品
質
を
重
視
し
ま
す 。
こ

う
し
た
特
性
か
ら 、
レ
モ
ン
は
他
の
柑
橘

に
比
べ
て
単
価
が
高
く
推
移
し
や
す
い
作

物
と
な
っ
て
い
ま
す 。

ブ
ラ
ン
ド

で
育
つ

一
レ
モ
ン
の
市
場
価
値

．
．

．

．
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一
」Aふじ伊豆 X 木村飲料（株

爽やか「伊豆レモンサイダー」

静岡県島田市の木村飲料（株）と」Aふ
じ伊豆が連携し、「伊豆レモン」を使った
新商品「伊豆レモンサイダー」を販売中で
す。爽やかな香リとキレのある酸味が楽し
める、地域の魅力が詰まった 一本をお楽
しみください。

同社オンラインショップ、静岡県内小売
店で販売中！
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三
乞

レ
モ
ン
は 、
青
果
と
し
て
出
荷
さ
れ
る

だ
け
で
な
く 、
果
汁
や
果
皮
を
原
料
と
し

た
加
工
原
料
用
と
し
て
も
幅
広
く
活
用

さ
れ
る
作
物
で
す 。
用
途
が
多
岐
に
わ
た

る
こ
と
か
ら 、
安
定
し
た
需
要
が
見
込
ま

れ 、
付
加
価
値
を
生
み
出
し
や
す
い
特
性

を
持
っ
て
い
ま
す 。

現
在 、
国
内
で
流
通
し
て
い
る
レ
モ
ン

の
お
よ
そ
9
割
は
外
国
産
で
す
が 、
近
年

は
食
の
安
全・
安
心
へ
の
関
心
の
高
ま
リ

安
心
品
質・
鮮
度
で
応
え
る

一

国
産
レ
モ
ン
の
可
能
性

伊豆レモンサイダー

を
背
景
に 、
防
カ
ビ
剤
な
ど
が
使
用
さ
れ

て
い
な
い
国
産
レ
モ
ン
ヘ
の
需
要
が
着
実

に
伸
び
て
い
ま
す 。
特
に 、
皮
ま
で
使
わ

れ
る
用
途
に
お
い
て
は 、
国
産
で
あ
る
こ

と
が
大
き
な
選
択
理
由
と
な
っ
て
い
ま
す 。

ま
た 、
同一
地
域・
同＿
規
格
で
生
産
さ

れ
る
こ
と
で 、
鮮
度
の
高
い
レ
モ
ン
を
安

定
的
に
供
給
で
き
る
生
産
体
制
の
確
立

も
期
待
で
き
ま
す 。
青
果・
加
工
の
両
面

で
評
価
さ
れ
る
国
産
レ
モ
ン
は 、
今
後
さ

ら
に
市
場
価
値
を
高
め
て
い
く
作
物
と
い

え
ま
す 。

ま
た 、
レ
モ
ン
は
国
産
で
あ
る
こ
と
や

産
地 、
栽
培
方
法
の
違
い
が
伝
わ
リ
や
す

く 、
プ
ラ
ン
ド

化
と
の
相
性
が
良
い
柑
橘

で
す 。
品
質
や
生
産
者
の
取
リ
組
み
が
正

当
に
評
価
さ
れ 、
価
格
を
維
持
し
や
す
く 、

農
業
所
得
の
増
大
と
安
定
生
産
に
お
い

て
大
き
な
強
み
と
い
え
ま
す 。

「
伊
豆
レ
モ
ン」
は
県
内
小
売
店・
J
A

フ
ァ
ー

マ
ー

ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト

で
販
売
し
ま
す 。

一
吉祥文様 X 折り（織る） X 

レモンレトロ

紙 モダンロゴ

折リ紙で作るレモンと、縁起の良い吉祥文様をベー

スにしたレトロモダンなデザイン。
「国産レモン発祥の地」という歴史的な背景を潜ま

せつつ、八角（末広がリ＝富士、全方位吉＝発展）を表
現しました。

ブランドの目指す姿は「国産レモン発祥の地から、レ
モンのある上質な時間をお届けします」。
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